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ガボン共和国月報（２０１９年１月） 

２０１９年１月号 

在ガボン日本国大使館 

主な出来事 

【内政】 

●ボンゴ大統領のガボン国民向け年頭演説 

●クーデター未遂事件の発生 

●ブグビ新国民議会議長等の選出 

●ンコゲ・ベカレ新内閣の誕生 

●新内閣による宣誓式の開催 

●ンコゲ・ベカレ新内閣の一部改造 

【外政】 

●一帯一路イニシアティブに関するメディア関係者向け全国フォーラムの開催 

【経済】 

●オガンダガ経済・計画・開発計画大臣による２０１９年経済の予測 

●新オウェンド港拡張・近代化に向けたアフリカ開発銀行による支援 

●２０１７年の対ガボン海外直接投資額が４千億セーファ以上を記録 

 

【内政】 

１ ２０１９年政府予算案の国会承認 

 昨年１２月３１日，上院は２０１９年政府予算案を承認した。予算総額は，当初の２兆

８，０６９億ＣＦＡフランに対して，３兆３３０億ＣＦＡフランとなった。（３日付ＵＮ） 

２ ボンゴ大統領のガボン国民向け年頭演説 

 昨年１２月３１日，ボンゴ大統領は静養先のモロッコにおいて，恒例のガボン国民向け

の年頭演説を行った。ボンゴ大統領は，「２０１８年は予算のバランスをとるために，強固

な施策の実施に特徴づけられた年であった」，「私の体調は良くなっており，早急に（tres 

vite）あなた達のもとに戻るべく準備している」などと発言した。（３日付ＵＮ） 

３ クーデター未遂事件の発生 

 １月７日（月）５時半頃，防衛・安全部隊の儀仗兵隊のオンド・オビアン・ケリー（Ondo 

Obiang Kelly）中尉率いる約１０名で構成される軍人の小団体が，防衛・安全部隊の青年

愛国主義運動を名乗り，国営ラジオ局の事務所に押し入った。同団体は，その場にいたラ

ジオ局職員を人質にとり，共和国体制に対する反乱及び国家再建に関する全国評議会の設

置を呼びかけるメッセージを放送させた。その後，ガボン政府の介入部隊により，同団体

のメンバーが無力化・逮捕された。（８日付ＵＮ等） 

４ ブグビ新国民議会議長等の選出 

１１日に開催された国民議会選挙後初となる議会においてフォスタン・ブクビ

（Mr.Faustin Boukoubi）議員（ガボン民主党（ＰＤＧ，与党）前幹事長）が国民議会議長
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に選出された。また，第二から第六副議長も選出され，第４副議長以外はＰＤＧから選出

された。（１４日ＵＮ等） 

５ ンコゲ・ベカレ新内閣の誕生 

１１日に首相に任命されたンコゲ・ベカレ氏（Mr.Julien Nkoghe Bekale）は，１２日に

新内閣を発表した。新内閣は，国務大臣１１名，大臣１８名，副大臣８名で構成され，新

閣僚は１０名。イソゼ前首相は共和国調停者に任命され，エヨゴ・エザング水・エネルギ

ー大臣等は更迭された。（１４日付ＵＮ） 

６ 新内閣による宣誓式の開催 

１５日，ボンゴ大統領臨席のもと新内閣による宣誓式が開催された。同宣誓式後，ボン

ゴ大統領は，ンコゲ・ベカレ新首相等との会談を行った。その後，ボンゴ大統領は静養を

継続するためにモロッコのラバトに帰還した。（１６日付ＵＮ） 

７ 県議会議長選及び市長選の日程発表 

 ２２日，内務・国土行政・地方自治体・地方分権化省（市民権・移民担当）は，県議会

議長選及び市長選が２月３日に，区長選が２月１０日に実施されると発表した。（２５日付

ＵＮ） 

８ アフリカビジネス調整機構（ＯＨＡＤＡ）閣僚会議の開催 

 ３０日，ンコゲ・ベカレ首相の主宰による第４７回ＯＨＡＤＡ閣僚会議が開催された。

同会議では，とりわけ２０１９年予算の採択，新本部の建設，ＯＨＡＤＡの能力強化，財

政権益の強化が取り上げられた。(３１日付ＵＮ) 

９ ンコゲ・ベカレ新内閣の一部改造 

 ３０日，ガボン大統領府は今月１２日に組閣された内閣の一部を改造する大統領令を発

表した。同内閣改造により，オスカ・ラポンダリーブルビル市長が国防・国土治安大臣と

して新入閣を果たした一方，マッサール・カビンダ・マカガ国防・国土治安大臣，オナン

ガ・ヨベゲ農業・畜産・食料大臣（GRAINE政策担当），マニャニャ鉱物資源活用・産業化大

臣が更迭された。 

 

【外政】 

１ 一帯一路イニシアティブに関するメディア関係者向け全国フォーラムの開催  

 ２８日，一帯一路イニシアティブに関するメディア関係者向け全国フォーラムが「ガボ

ンのメディア及びジャーナリスト：一帯一路イニシアティブの理解と活用」をテーマにオ

ウェンドにおいて開催された。（２９日付ＵＮ） 

 

【経済】 

１ オガンダガ経済・計画・開発計画大臣による２０１９年経済の予測 

オガンダガ経済・計画・開発計画大臣（公共・民間投資促進担当）は，ユニオン紙との

インタビューにおいて，「２０１９年の経済活動は石油産業の回復及び非石油セクターの好

調な業績により，３％以上の経済成長率を想定している。とりわけ石油，鉱業及び農業を
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含む第一次産業の好調な業績を見込んでおり，木材や農産物加工業に牽引された第二次産

業の生産量が２．８％増，輸送及び通信関連の活動に牽引された第三次産業の生産量も３．

５％増が見込まれている」と発言した。（４日付ＵＮ） 

２ 新オウェンド港拡張・近代化に向けたアフリカ開発銀行による支援 

 アフリカ開発銀行は，同港の埠頭の３８０メートル拡張及びロジスティクサービスの向

上等のために４千万ユーロ（約２６０億フラン）の融資を承認した。（１０日付ＵＮ）  

３ 好調な木材産業（２０１８年） 

 ２０１８年９月末時点で丸太の生産量は昨年同月比の６％増を記録するとともに，地方

における販売額も前年同月比の１１８，６％を記録するなど，木材産業は好調な業績を示

した。(１４日付ＧＲ) 

４ リーブルビル・フランスビル間の光ファイバー事業の Spin 社への委託 

 昨年１２月２０日，デジタル回線・インフラ庁（ANINF）によるインフラ部門の全管理を

委譲されたデジタル・インフラ財産会社（Spin）が，今後，リーブルビル・フランスビル

間の光ファイバー事業の開発，商業化及びメンテナンスに関する管理を行うこととなった。

（１４日付ＵＮ） 

５ ガボン政府とＦＡＯ，２０１７年から２０２２年の農業分野に関する協力協定に署名 

 ガボン政府とＦＡＯは，各国プログラム・プロジェクト（ＰＰＰ）の枠組において，２

０１７年から２０２２年の農業分野に関する協力協定に署名した。（１６日付ＵＮ） 

６ 経済・計画・開発計画省，２０１８年債務残高は５兆３千セーファの上限を越えるこ

とはないと発表 

 経済・計画・開発計画省債務総局は，同省のコミュニケを通じて，２０１８年の債務残

高が５兆３千セーファの上限を越えることはないと発表した。他方，複数の融資の非生産

性，新規融資の計画，財政関連データの不透明性等の問題もあり，同債務残高は実際には

同上限を超えると見られる。（１６日付ＧＭＴ） 

７ ２０１７年の対ガボン海外直接投資額が４千億セーファ以上を記録 

 ２０１７年，対ガボン海外直接投資額は７億ドル（約４千億セーファ）以上を記録した。

ガボン政府による投資誘致策により，エネルギー，農産物加工，木材，輸送，鉱物，住宅

及びインフラといった経済再建計画（ＰＲＥ）における全ての優先分野への投資が行われ

た。(２１日付ＵＮ) 

８ ガボン南部海域における石油埋蔵量の確認のための地震調査の実質的開始 

 総合地球物理社（ＣＧＧ）は，石油・ガス・炭化水素省とのパートナー関係の延長の一

環で，深海における石油埋蔵量の可能性を調査するため，ガボン南部海域における２Ｄマ

ルチクライアント地震調査を実質的に開始すると発表した。（２２日付ＵＮ） 

９ ンコク経済特区発のコンテナ数，月平均５２１台 

 ンコク経済特区の役員は，同経済特区発のコンテナ数は月平均５２１台輸送されており，

右台数は国内の輸出台数の３分の１に相当すると発言した。また，同経済特区は，昨年９

月３０日末時点で３，６００人（６５％がガボン人，３５％人が外国人）を雇用している。
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（２３日付ＵＮ） 

１０ ＮＧＯ「トランスペアレンシー・インターナショナル」による汚職度指数調査にお

いて，ガボンは１８０位中１２４位 

 ２９日，ＮＧＯ「トランスペアレンシー・インターナショナル」は，汚職度指数調査に

関する年間報告書を発表し，ガボンは１８０位中，１２４位であった。ガボンは１００ポ

イント中，３１ポイントを獲得するも，ルワンダ（４８位），セネガル（６７位），マリ（１

２０位）よりも順位が下となった。（３０日付ＧＲ） 

 

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)，ＧＮ（ガボン・ニュース電

子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガ

ボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュース），ＡＦＰ（フランス通信社），ＧＬ（ガボンリ

ーブル電子版ニュース），ＡＦＩ（アフリカ・エネルギー・インテリジェンス），ＬＰ（LOUP 紙），EN（エコ

ー・ノール紙），ＧＭＴ（Gabonmediatime） 


